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改
正
さ
れ
た
電
子
帳
簿
保
存
法
は

2
0
2
2（
令
和
4
）
年
1
月
1
日
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
電
子
取
引
の
デ
ー

タ
保
存
義
務
化
に
つ
い
て
は
、
令
和
5
年
12

月
31
日
ま
で
に
行
う
電
子
取
引
は
書
面
で
保

存
し
、
税
務
調
査
等
の
際
に
提
示
・
提
出
で

き
れ
ば
差
し
支
え
な
い
と
い
う
宥
恕
措
置
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
2
年
間
の
宥
恕
措

置
に
よ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
頁
の
図
1

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

1
.
電
子
帳
簿
保
存
法
の
概
要

ま
ず
電
子
帳
簿
保
存
法
の
概
要
、
そ
の
中

で
も
主
に
電
子
取
引
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

（
1
）
概
要

電
子
帳
簿
保
存
法
の
保
存
義
務
者
は
、
国

税
に
お
い
て
帳
簿
等
の
保
存
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
者
で
あ
り
、
大
ま
か
に
い
え
ば
個

人
お
よ
び
法
人
の
事
業
者
が
該
当
し
ま
す
。

電
子
帳
簿
保
存
法
は
図
表
A
①
〜
④
の
4

つ
の
区
分
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
存
義

務
者
は
作
成
し
た
帳
簿
や
書
類
と
受
領
し
た

書
類
を
、
書
面
で
保
存
す
る
こ
と
が
原
則
と

な
っ
て
い
ま
す
。
例
外
と
し
て
帳
簿
や
書
類

を
デ
ー
タ
で
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
①
〜

③
の
任
意
の
規
定
を
設
け
て
い
ま
す
。
④
の

電
子
取
引
は
宥
恕
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
令

和
4
年
1
月
1
日
よ
り
デ
ー
タ
で
保
存
す
る

こ
と
が
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

①
の
「
電
子
帳
簿
の
保
存
」
は
、
自
社
が

会
計
デ
ー
タ
か
ら
作
成
し
た
帳
簿
（
仕
訳
帳
、

総
勘
定
元
帳
な
ど
）
を
デ
ー
タ
の
ま
ま
保
存

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

②
の
「
電
子
書
類
の
保
存
」
は
、
自
社
が

デ
ー
タ
で
作
成
し
た
下
記
の
書
類
を
デ
ー
タ

の
ま
ま
保
存
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
会
計
デ
ー
タ
か
ら
作
成
し
た
決
算
関
係
書

類
●
契
約
や
取
引
に
関
す
る
書
類

③
の
「
ス
キ
ャ
ナ
保
存
」
は
、
自
社
と
他

社
の
書
面
の
状
態
の
下
記
書
類
を
デ
ー
タ
に

変
換
し
て
保
存
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
自
社
で
手
書
き
等
で
作
成
し
た
書
類

●
他
社
よ
り
書
面
で
受
領
し
た
書
類

④
の
「
電
子
取
引
」
は
、「
取
引
情
報

（
取
引
に
関
し
て
受
領
し
、
ま
た
は
交
付
す
る

注
文
書
、
契
約
書
、
送
り
状
、
領
収
書
、
見

積
書
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
書
類
に
通
常

記
載
さ
れ
る
事
項
を
い
う
）
の
授
受
を
電
磁

的
方
式
に
よ
り
行
う
取
引
を
い
う
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
取
引
情
報
を
デ
ー
タ

に
よ
り
授
受
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
デ
ー
タ

を
デ
ー
タ
の
ま
ま
保
存
す
る
義
務
が
あ
り
ま

友松 悦子 氏

2008年12月 に 税 理 士 試
験合格。翌年税理士登録、
2010年1月に友松悦子税
理士事務所を設立し、現在
に至る。2017年6月よりミ
ロク会計人会連合会の広
報委員会委員。

本稿は条文の文言そのままを使用するのではなく、一般的に理解しやすい文言に置き換えて記載しています。ご承知おき下さい。

友松悦子税理士事務所 所長

電子帳簿保存法、電子取引、
電子インボイスの関係性

本誌3月号においてインボイス制度のチェックポイントが紹介されました。
電子インボイスの提供については電子帳簿保存法の要件にも配慮が必要との記載があるとおり、

電子インボイスは電子取引に該当しますので、電子取引の保存要件を満たした状態で保存する必要があります。そこで本稿では、
電子帳簿保存法の概要、電子取引と電子インボイスとの関係、さらに我々税理士が留意すべき事項について確認したいと思います。

シリーズ企画 Special issue

【1つ目の要件（真実性の要件）】
下記4つのいずれかを満たす
1.タイムスタンプを付与したデータの授受
2.タイムスタンプを自社で付与
3.次のいずれかのシステムで授受し保存

①訂正削除の記録の残るシステムで授受し保存
②訂正削除のできないシステムで授受し保存

4.事務処理規程を作成し運用（国税庁HP掲載のひな型を
利用して作成）

【2つ目の要件（可視性の要件）】
1.画面や書面に明瞭な状態で速やかに出力できる
2.課税期間（法人：事業年度、個人：暦年）を通じて検索でき

る（国税庁HPのひな型を参照して検索簿の作成をする
か、下記のように検索要件を満たすファイル名で保存）

㈱M税務の2022年1月15日付110万円の請求書
↓

ファイル名：20220115　㈱M税務　1,100,000

図表A

図表C

図表D

図表B

①電子帳簿の保存　　
②電子書類の保存　　
③スキャナ保存
④電子取引

国税庁の資料では①帳簿と②書類
を「国税関係帳簿書類」とまとめて
いる箇所もあります。
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ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
と
お
り
、
令
和
4
年
の
秋

か
ら
は
、
こ
のPeppol

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お

い
てPeppol-JP

が
や
り
と
り
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
のPeppol-JP

授
受
の
運
用

が
開
始
さ
れ
ま
す
と
、
デ
ー
タ
で
の
取
引
情

報
の
授
受
が
さ
ら
に
多
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
も
、

今
の
段
階
か
ら
電
子
取
引
に
関
し
て
は
デ
ー

タ
で
の
保
存
を
手
順
の
中
に
組
み
込
ん
で
お

く
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

2
.
電
子
取
引
と
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
の
関
係

（
1
）
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
と
は

電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
と
は
、
デ
ー
タ
で
授
受

す
る
適
格
請
求
書
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
た

だ
し
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
のPeppol-JP

だ
け
が
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
に
該
当
す
る
の
で

は
な
い
点
で
す
。
例
え
ば
適
格
請
求
書
の

P
D
F
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
添
付
で
授
受
し
た

場
合
も
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
に
該
当
し
ま
す
。

（
2
）Peppol-JP

と
は

Peppol

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
図
2
の
よ
う

に
、
請
求
デ
ー
タ
が
送
り
手
（
売
り
手
）
の

販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
C
1
か
らPeppol

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
内
に
あ
る
送
り
手
の
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
C
2
へ
と
送
信
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
が

受
け
手
（
買
い
手
）
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

C
3
へ
と
送
ら
れ
、
受
け
手
の
購
買
管
理
シ

ス
テ
ム
C
4
へ
届
き
ま
す
。
つ
ま
りPeppol

ま
す
。
ま
た
、
フ
ァ
イ
ル
名
は
国
税
庁
の
例

示
は
ア
ン
ダ
ー
バ
ー
で
す
が
、
筆
者
は
全
角

ス
ペ
ー
ス
に
し
て
い
ま
す
（
前
頁
図
表
D
）。

会
計
事
務
所
に
お
い
て
混
乱
の
原
因
に
な

る
の
は
、
顧
問
先
と
事
務
所
で
会
計
資
料
を

デ
ー
タ
で
授
受
し
た
場
合
で
す
。
顧
問
先
は

取
引
先
と
取
引
情
報
を
デ
ー
タ
で
授
受
し
た

場
合
に
は
、
電
子
取
引
に
該
当
し
ま
す
の
で
、

デ
ー
タ
で
の
保
存
義
務
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
会
計
事
務
所
が
顧
問
先
か
ら
会
計
資
料

を
デ
ー
タ
で
受
信
し
て
も
、
こ
れ
は
電
子
取

引
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
、
事
務
所
は
電

子
帳
簿
保
存
法
に
よ
る
デ
ー
タ
の
保
存
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
。

電
子
取
引
の
デ
ー
タ
保
存
義
務
化
は
宥
恕

措
置
が
あ
り
ま
す
の
で
、
令
和
6
年
1
月
1

日
以
降
に
本
格
的
に
取
り
組
む
事
業
者
も
多

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
本
来
は
令
和

4
年
1
月
1
日
か
ら
始
め
る
べ
き
対
応
で
す
。

で
き
る
だ
け
今
か
ら
電
子
取
引
の
デ
ー
タ
保

存
を
し
て
、
慣
れ
て
お
く
ほ
う
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
、
電
子
イ
ン

ボ
イ
ス
推
進
協
議
会
と
と
も
に
標
準
仕
様
の

電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
「Peppol BIS Billing 

JP

」
な
ど
適
格
請
求
書
等
の
デ
ー
タ
（
以
下

「Peppol-JP

」
と
い
い
ま
す
）
を
授
受
す
る

Peppol

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
用
開
始
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
図
1
の

筆
者
は
、
国
税
庁
の
ひ
な
型
を
利
用
し
て

事
務
処
理
規
程
を
作
成
し
、
国
税
庁
の
例
を

参
考
に
検
索
の
要
件
を
満
た
す
よ
う
に
フ
ァ

イ
ル
名
を
統
一
し
て
保
存
し
て
い
ま
す
。
今

ま
で
も
書
面
に
印
刷
し
て
、
か
つ
P
D
F
デ

ー
タ
に
出
力
し
て
フ
ォ
ル
ダ
に
も
保
存
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
手
間
が
増
え
た
と
い
う
感

覚
よ
り
も
、
む
し
ろ
書
面
に
印
刷
し
な
く
て

も
い
い
の
で
、
負
担
が
減
っ
た
と
感
じ
て
い

す
。

（
2
）
電
子
取
引

電
子
取
引
の
保
存
義
務
者
は
、「
所
得
税

（
源
泉
徴
収
に
係
る
所
得
税
を
除
く
）
及
び

法
人
税
に
係
る
保
存
義
務
者
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
該
当
す
る
事
業
者
が
取
引
情
報
を
デ

ー
タ
で
授
受
し
た
場
合
に
は
、
前
頁
の
図
表

B
・
C
の
2
つ
の
要
件
を
満
た
し
て
デ
ー
タ

で
保
存
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

図1　電子取引のデータ保存義務化までのスケジュール

図2　電子インボイス授受の流れ

出典：電子インボイス推進協議会ホームページ

2022（令和4）年
1月1日

2022（令和4）年
秋

2023（令和5）年
1月1日

2023（令和5）年
10月1日

インボイス制度開始
Peppol-jp授受の運用開始

2024（令和6）年
1月1日

電子インボイス発行 電子インボイス受領

送り手
Sender

C1

C2

C4

C3

受け手
Receiver

アクセスポイント
Receiver Access Point

Peppol登録情報

Peppolアクセスポイント
Receiver Access Point

電子取引データ保存義務化（宥恕措置あり）
電子取引データ

保存義務化
（宥恕措置なし）

適格請求書

区分記載請求書
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図3　販売管理システム等によるPeppolネットワークを利用した場合の業務の流れ
販売・購買管理システム（EDI取引）・会計システム・Peppol-JPの授受により自動化のメリットが大きいパターン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
「
請
求
デ
ー
タ
の
振
り
分

け
セ
ン
タ
ー
」
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

図
3
の
よ
う
に
売
り
手
が
販
売
管
理
シ
ス

テ
ム
を
、
買
い
手
が
購
買
管
理
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
E
D
I
取
引
（
上
図
参
照
）
が
可

能
な
場
合
に
は
、
見
積
り
か
ら
請
求
ま
で
を

全
て
デ
ー
タ
の
授
受
で
行
う
こ
と
が
可
能
で

す
。
売
り
手
も
買
い
手
も
販
売
・
購
買
管
理

シ
ス
テ
ム
と
会
計
シ
ス
テ
ム
と
を
連
携
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
的
に
仕
訳
入
力
も
可

能
と
な
り
ま
す
。
売
り
手
は
自
動
仕
訳
で
入

力
さ
れ
た
売
掛
金
と
、
全
銀
E
D
I（
上
図

参
照
）
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
よ
る
入
金
情

報
の
取
り
込
み
に
よ
り
、
売
掛
金
の
消
込
み

も
自
動
的
に
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
買
い
手
は
検
収
デ
ー
タ
と
請
求
デ
ー

タ
を
自
動
で
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Peppol

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
用
開
始
後
に

お
い
て
は
、Peppol-JP

も
電
子
化
さ
れ
た
業

務
の
流
れ
の
一
部
分
を
担
い
、
効
率
化
に
寄

与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
のPeppol

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
授

受
さ
れ
るPeppol-JP

は
、
単
な
る
文
字
列
の

授
受
で
あ
り
、P
D
F
デ
ー
タ
に
し
た
よ
う
な

画
像
と
し
て
視
覚
化
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、Peppol-JP

は
、
ど
の
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
い
て
も
、
標
準
仕
様
、
つ
ま
り
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
は
統
一
さ
れ
た
適
格
請
求
書

の
デ
ー
タ
を
授
受
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
3
）
電
子
取
引
と
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
の
関
係

図
3
で
は
売
り
手
と
買
い
手
の
取
引
が
デ

ー
タ
で
の
授
受
に
な
り
ま
す
の
で
、
全
て
電

子
取
引
に
該
当
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
は
す
べ
て
電
子
取
引
の
要
件

を
満
た
し
て
自
社
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
任
意

の
場
所
に
保
存
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
な

お
、Peppol

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
「
請
求
デ
ー

タ
の
振
り
分
け
セ
ン
タ
ー
」
の
よ
う
な
も
の

な
の
で
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
に
デ
ー
タ

を
保
存
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

図
3
は
理
想
的
な
業
務
の
流
れ
で
す
が
、

現
状
の
日
本
の
事
業
者
が
全
て
図
3
の
よ
う

な
電
子
化
が
可
能
か
と
い
え
ば
、
決
し
て
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
図
4
の
よ
う
に
、
販

売
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
せ
ず
、E
D
I

取
引
もPeppol

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
利
用
で

き
な
い
取
引
先
と
の
間
で
行
う
取
引
も
し
ば

ら
く
の
間
は
混
在
し
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
取

引
で
は
、
見
積
り
か
ら
請
求
書
ま
で
の
業
務

の
流
れ
は
、
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
添
付
で
送
信

す
る
か
F
A
X
で
の
送
信
や
書
面
で
の
授
受

に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
適
格
請
求
書
の

P
D
F
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
添
付
や
F
A
X

（
書
面
で
授
受
が
予
定
さ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ

る
家
庭
用
の
F
A
X
電
話
機
で
の
授
受
を
除

く
）
で
授
受
す
れ
ば
、
そ
の
請
求
書
デ
ー
タ

は
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
で
あ
り
、
電
子
取
引
に

販売管理システム 購買管理システム

会計システム 会計システム

Peppolネットワーク

①見積データ送信 ①見積データ受信

（注）EDI取引とは、事業者間での契約書・見積書・発
受注書・納品書・請求書などの帳票のやり取りを専用
回線やインターネットを用いてデータで行うシステ
ム。自動化される業務もあり、メール等でのやりとり
よりも効率が上がる。

（注）全銀EDIシステム（ZEDI）は、全国銀行資金決
済ネットワークが運営するシステム。通常の振込より
も多くの情報を送ることが可能。

振り分けセンターのようなもの。データの保存はできない

⑤-2入金データにより売掛金回収を
自動的に仕訳・消込み

⑤-2支払データにより買掛金支払を
自動的に仕訳

期末には決算関係書類（電子書類の保
存）、元帳（電子帳簿の保存）、法人税申
告書・消費税申告書を作成

期末には決算関係書類（電子書類の保
存）、元帳（電子帳簿の保存）、法人税申
告書・消費税申告書を作成

●電子取引については、システムなどに保存要件を充足した状態で保存（義務）
●電子帳簿・書類の保存も要件を充足すればデータでの保存可能（任意）

②受注データ受信 ②発注データ送信

③納品データ送信 ③検収データ受信

④-1請求データ（電子インボイス）の
作成及び送信

④-1請求データ（電子インボイス）の
受信

⑤-1入金確認 ⑤-1支払指示

④-2自動照合

売り手 買い手

EDI（電子取引）

EDI（電子取引）

EDI（電子取引）

Peppol-JP
（電子取引）

売り手の
アクセス
ポイント

買い手の
アクセス
ポイント

全銀EDIシステム(電子取引）

電子取引
データの保存

利用可能 利用可能

電子取引
データの保存

④-3買掛金と仕入を自動的に仕訳④-2売掛金と売上を自動的に仕訳

4月刊税理士事務所CHANNEL



該
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
保
存
要

件
を
満
た
し
て
自
社
で
デ
ー
タ
を
保
存
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

Peppol-JP

は
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
以
外
に

も
、
次
頁
の
図
5
の
よ
う
に
会
計
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
作
成
・
授
受
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

M
J
S
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
もPeppol-JP

を
利
用
で
き
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
計
シ
ス
テ
ム
を
導
入
で
き
な
い

よ
う
な
小
規
模
な
事
業
者
もPeppol

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
で
き
る
可
能
性
と
し
て
、
諸

外
国
の
よ
う
に
、
業
界
団
体
と
し
てPeppol

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
え
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
な
ど
の
方
法
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

3
.
税
理
士
が
留
意
す
べ
き
事
項

電
子
取
引
の
デ
ー
タ
保
存
が
義
務
化
さ
れ

た
こ
と
、Peppol-JP

授
受
の
運
用
が
開
始
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
も
、

今
後
は
税
務
の
分
野
に
お
い
て
さ
ら
に
電
子

化
が
進
む
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
会

計
事
務
所
の
留
意
点
と
、
我
々
が
顧
問
先
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
留
意
点
を
説
明
す
べ
き

か
を
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
1
）
書
類
の
保
存
に
つ
い
て

所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
に
お
い
て
保

存
す
べ
き
各
書
類
に
つ
い
て
、
保
存
義
務
者

で
あ
る
顧
問
先
が
保
存
す
べ
き
書
類
が
書
面

な
の
か
、
デ
ー
タ
な
の
か
、
ま
ず
そ
れ
を
理

解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Peppol-JP

に
よ
る
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発

行
す
る
場
合
は
、
デ
ー
タ
の
保
存
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
消
費
税
の
仕
入

税
額
控
除
の
た
め
の
保
存
と
し
て
は
、
電
子

イ
ン
ボ
イ
ス
を
書
面
に
印
刷
し
て
保
存
す
る

こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
社
がPeppol

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し

て
い
て
も
、
取
引
先
がPeppol

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
利
用
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
今
ま
で

通
り
、
書
面
や
P
D
F
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
な

ど
に
添
付
し
て
授
受
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
社
が
デ
ー
タ
で
作
成
し
、
書
面
を
郵
送
し

た
場
合
に
、
電
子
書
類
の
保
存
要
件
を
満
た

せ
ば
作
成
し
た
デ
ー
タ
で
の
保
存
が
可
能
で

す
。
逆
に
、
書
面
を
受
領
し
た
場
合
に
ス
キ

ャ
ナ
保
存
要
件
を
満
た
せ
ば
、
ス
キ
ャ
ン
し

た
デ
ー
タ
に
よ
る
保
存
が
可
能
で
す
。
デ
ー

タ
に
よ
る
保
存
が
希
望
の
顧
問
先
に
は
、
保

存
の
要
件
を
説
明
し
、
対
応
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

（
2
）
出
力
様
式

Peppol-JP

は
単
な
る
文
字
列
を
授
受

す
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
前
記
し
ま
し
た
。

Peppol-JP

を
発
行
し
て
い
る
事
業
者
が
、
取

引
先
へ
交
付
す
る
た
め
に
書
面
や
P
D
F

デ
ー
タ
に
出
力
す
る
場
合
に
は
、
統
一
さ
れ

た
様
式
は
準
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
販
売

管
理
シ
ス
テ
ム
の
様
式
で
の
出
力
、
つ
ま
り

図4　Peppolネットワークを利用できる事業者と利用できない事業者が取引した場合の業務の流れ
Peppol-JPを授受できる事業者のデメリットが大きいパターン

購買管理システム

記帳代行の会計事務所

会計システム

Peppolネットワーク

①見積書PDFデータ送信 ①見積書PDFデータ受信

書類をPDFデータにして
メール添付で送信

（電子取引ではない）

⑥売掛金と売上を仕訳手入力

⑦入金記録により売掛金入金を仕訳手入力

⑦-2支払データにより買掛金支払を
自動的に仕訳

期末に決算処理・申告書作成

期末には決算関係書類（電子書類の保
存）、元帳（電子帳簿の保存）、法人税申
告書・消費税申告書を作成

●電子取引については、フォルダやシステムなどに保存要件を充足した状態で保存（義務）
●電子帳簿・書類の保存も要件を充足すればデータでの保存可能（任意）

②受注書PDFデータ受信 ②発注書PDFデータ送信

③納品書（紙）と商品発送 ③商品と納品書受領（スキャナ保存）

④請求書PDFデータ（電子インボイ
ス）の作成及び送信

④請求データ（電子インボイス）の受信、
適格請求書か否かの目視確認

⑤入金確認 ⑦-1支払指示

⑤人力による照合

売り手
Peppol-JP授受不可

買い手
Peppol-JP授受可能

メール（電子取引）

メール(電子取引）

納品

メール（電子取引）

全銀EDIシステム(電子取引）

フォルダなどに
電子取引

データの保存 売り手がEDI取引を利用していないため
購買管理システムのメリット減少

未利用 利用可能

電子取引
データの保存

⑥買掛金と仕入を仕訳手入力
決算関係書類、元
帳、法 人 税 申 告
書・消費税申告書
を渡し、顧問先に
おいて保存
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そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
様
式
で
の
出
力
と
な
り
ま

す
。
も
し
も
利
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で
請

求
書
の
様
式
で
の
出
力
が
準
備
さ
れ
な
け
れ

ば
、
単
な
る
文
字
列
を
印
刷
す
る
よ
う
な
も

の
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。
顧
問
先
の

利
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で
、
ど
の
よ
う
な

も
の
が
出
力
で
き
る
か
を
確
認
し
て
も
ら
い
、

業
務
の
手
順
を
検
討
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
会
計
事
務
所
が
顧
問
先
か
ら
預
か

る
会
計
資
料
に
つ
い
て
も
、
顧
問
先
の
利
用

し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の
様
式
で
出
力
さ
れ
た

書
面
や
デ
ー
タ
を
預
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Peppol

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
い
て
も
、

月
次
や
決
算
で
確
認
す
る
場
面
が
出
て
く
る

こ
と
は
予
想
さ
れ
ま
す
。

筆
者
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
全
て
を
電
子

化
で
き
る
事
業
者
ば
か
り
で
は
な
い
た
め
、

統
一
さ
れ
た
様
式
で
請
求
書
を
書
面
や
デ
ー

タ
に
出
力
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
え
る
と

利
便
性
が
向
上
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
3
）Peppol

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用

自
社
がPeppol-JP

を
授
受
可
能
で
、
取
引

先
がPeppol-JP

を
授
受
で
き
な
い
と
、「
相

手
が
対
応
し
て
く
れ
れ
ば
、
自
社
の
効
率
は

上
が
る
の
に
」
と
思
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
利
用
し
て
い
る
取

引
先
か
らPeppol-JP
を
授
受
可
能
に
す
る
よ

う
に
迫
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

QRコードからアクセスし、
ぜひお答えください!

本誌アンケートに答えた方に毎月抽選で

2,0002,000円分を円分を
プレゼント!プレゼント!QUOQUO

カードカード

図5　会計システムによりPeppolネットワークを利用した場合の業務の流れ
Peppol-JPを授受可能な機能がMJSの会計ソフトに装備される予定

で
す
。
令
和
4
年
秋
に
はPeppol-JP

授
受
の

運
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
取
引
先
か

ら
利
用
を
迫
ら
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
顧

問
先
に
説
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

（
4
）
適
格
請
求
書
の
確
認

消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除
を
す
る
た
め
に

は
、
適
格
請
求
書
を
受
領
し
保
存
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
に
、
適
格
請
求

書
の
要
件
を
満
た
す
か
否
か
、
登
録
番
号
が

正
し
い
か
否
か
の
確
認
の
手
順
を
検
討
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
顧
問
先
の
記
帳
代
行
を
請
け
負
っ

て
い
る
会
計
事
務
所
の
場
合
に
は
、
顧
問
先

か
ら
預
か
っ
た
請
求
書
等
に
基
づ
い
て
そ
の

ま
ま
入
力
す
る
の
か
、
も
し
く
は
適
格
請
求

書
の
要
件
や
登
録
番
号
の
確
認
を
ど
ち
ら
か

が
す
る
の
か
、
契
約
書
上
に
明
ら
か
に
し
て

お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

会計システム 会計システム

※請求書の作成以降の業務の流れ ※請求書の作成以降の業務の流れ

Peppol-JPの作成及び送信

売掛金と売上を自動的に仕訳

入金データにより売掛金回収を
自動的に仕訳・消込み

支払データにより買掛金支払を
自動的に仕訳

期末には決算関係書類（電子書
類の保存）、元帳（電子帳簿の保
存）、法人税申告書・消費税申告
書を作成

期末には決算関係書類（電子書
類の保存）、元帳（電子帳簿の保
存）、法人税申告書・消費税申告
書を作成

●電子取引については、フォルダやシステムなどに保存要件を充足した状態で保存（義務）
●電子帳簿・書類の保存も要件を充足すればデータでの保存可能（任意）

Peppol-JPの受信

仕入と買掛金を自動的に仕訳

売り手 買い手

インターネットバンキングによる振込(電子取引）

電子インボイスの
保存

電子インボイスの
保存

入
金
確
認

支
払
指
示

Peppol-JP
（電子取引）

売り手の
アクセス
ポイント

買い手の
アクセス
ポイント

Peppolネットワーク
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再
任
用
職
員
は
、
調
査
に
お
い
て
は
海
千

山
千
の
強
者
揃
い
。
特
定
税
目
の
専
門
知
識

が
豊
富
で
調
査
能
力
が
非
常
に
高
い
職
員
も

多
く
い
ま
す
。
経
歴
に
よ
っ
て
調
査
方
法
が

違
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
名
刺
交
換
し
た
ら
、
10
年
職
歴
な
ど
を

利
用
し
て
、
ど
の
よ
う
な
経
歴
だ
っ
た
の
か

知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
経
歴
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
分
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。
国
税
O
B

税
理
士
に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
職
能
別

部
門
で
の
調
査
経
験
が
長
い
調
査
官
の
場
合

は
、
現
物
確
認
調
査
や
反
面
調
査
、
金
融
機

関
調
査
を
中
心
と
し
た
調
査
が
得
意
。
特
別

国
税
調
査
官
部
門
の
経
験
が
長
い
調
査
官
な

ら
、
帳
簿
調
査
、
法
令
解
釈
を
中
心
に
調
査

展
開
を
図
っ
て
い
く
傾
向
が
強
い
。
源
泉
所

得
税
担
当
部
門
の
経
験
の
長
い
調
査
官
な
ら
、

再
任
用
職
員
に
与
え
ら
れ
る
ポ
ス
ト
は
、

多
く
は
税
務
署
の
調
査
官
や
徴
収
官
で
す
が
、

最
近
は
現
職
時
代
に
指
定
官
職
だ
っ
た
方
も

増
え
た
の
で
、
上
席
調
査
官
や
特
別
国
税
調

査
官
、
特
別
国
税
徴
収
官
な
ど
の
ポ
ス
ト
も

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
職
員
名
簿
に
は
、
各

ポ
ス
ト
の
最
上
位
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

税
務
調
査
で
名
刺
交
換
を
し
た
際
に
は
確
認

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ち
な
み
に
、
再
任
用

職
員
の
俸
給
は
、
現
職
時
代
の
6
〜
7
割
程

度
。
配
属
さ
れ
た
ポ
ス
ト
で
全
員
同
一
で
、

任
期
満
了
ま
で
同
額
で
す
。

経
歴
に
よ
っ
て
調
査
方
法
に
違
い

さ
て
、
こ
う
し
た
再
任
用
の
調
査
官
が
顧

問
先
の
税
務
調
査
に
来
た
と
き
、
調
査
立
ち

合
い
す
る
税
理
士
が
心
得
て
お
く
べ
き
ポ
イ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

退
職
す
る
国
税
職
員
へ
の
顧
問
先
あ
っ
旋

が
な
く
な
り
、
退
職
後
す
ぐ
に
税
理
士

と
し
て
開
業
す
る
人
は
め
っ
き
り
減
り
ま
し

た
。
今
や
税
務
署
長
で
も
定
年
退
職
後
に
開

業
す
る
人
は
僅
か
に
な
り
ま
し
た
。
開
業
し

な
い
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
国
税
職
員
と
し
て

働
く
〝
再
任
用
〞
の
道
を
選
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
〝
再
任
用
〞
職
員
で
す
が
、

税
務
調
査
に
来
た
ら
、
対
応
の
仕
方
は
普
通

の
調
査
官
と
何
か
変
わ
っ
て
く
る
の
で
し
ょ

う
か
? 

今
回
は
、
再
任
用
調
査
官
に
つ
い
て

触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

再
任
用
職
員
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
（
週
38
時

間
45
分
）
と
短
時
間
（
週
15
時
間
30
分
か
ら

31
時
間
ま
で
の
範
囲
内
の
時
間
）
の
2
種
類

の
勤
務
形
態
が
あ
り
ま
す
。
フ
ル
タ
イ
ム
で

は
、
現
職
と
同
程
度
の
時
間
働
く
の
で
、
調

査
件
数
も
同
程
度
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

経
済
的
利
益
、
人
件
費
等
か
ら
源
泉
所
得
税

を
中
心
に
調
査
展
開
を
図
る
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
消
費
税
や
印
紙
税
部
門
の
経
験
が
長
い

調
査
官
な
ら
、
消
費
税
固
有
の
非
違
発
見
、

印
紙
税
の
貼
付
漏
れ
等
を
中
心
に
調
査
を
展

開
し
て
い
く
傾
向
が
強
い
」
と
指
摘
し
ま
す
。

昇
給
、昇
格
は
ナ
シ
だ
が
調
査
件
数
に
ノ
ル
マ

再
任
用
職
員
の
多
く
は
、
退
職
前
は
役
職

者
な
の
で
自
身
の
仕
事
に
対
し
て
高
い
意
識

を
持
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
に
非
協
力
的
な
態
度
を
取
っ
た
り
、
横

柄
な
言
葉
遣
い
、
無
益
な
反
論
を
す
る
と
、

当
初
の
見
通
し
よ
り
事
案
が
長
期
化
す
る
よ

う
な
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

基
本
的
に
、
再
任
用
調
査
官
の
場
合
、
調

査
事
績
の
結
果
に
よ
っ
て
人
事
評
価
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
は
稀
で
す
。
昇
給
、
昇
格
等

の
処
遇
に
も
無
縁
な
の
で
、
自
ら
進
ん
で
事

案
を
困
難
に
し
て
長
期
化
し
た
い
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
再
任
用
職
員
は
勤
務
時
間
の

制
限
も
あ
り
、
調
査
の
計
画
件
数
を
優
先
的

に
処
理
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
早
期
に

調
査
を
終
了
さ
せ
て
次
の
事
案
に
着
手
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
調
査
に
協

力
的
な
姿
勢
を
示
せ
ば
早
期
に
調
査
を
終
え

ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
指
摘
事
項

が
許
容
範
囲
内
で
あ
れ
ば
妥
協
点
を
見
つ
け

て
い
く
の
も
、
早
期
に
調
査
終
了
を
迎
え
る

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

元税金専門紙・税理士業界紙の編集長
である業界ウオッチャーが伝える、会計事
務所業界関連の最新情報 ! 旬な話題を
読み、事務所経営や顧問先へのアドバイ
スにご活用ください。

税金・会計ニュースを他では読めない切り口で伝えるメ
ディア「KaikeiZine」の論説委員兼編集委員。税金の専
門紙「納税通信」、税理士業界紙「税理士新聞」の元編集
長で、現在は租税調査研究会の事務局長の傍ら、会計事
務所ウオッチャーとしても活動。

「KaikeiZine」ホームページ● https://kaikeizine.jp/

宮口 貴志 氏

業界ウオッチャーの
ト レ ン ド 情 報

N O W

　業界ウオッチャーのトレンド情報 NOW

増えてきた
“再任用調査官”への
対応
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司
法
書
士
、社
会
保
険
労
務
士
と
共
に

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

―
公
認
会
計
士
2
次
試
験
を
突
破
し
た
後
、

監
査
法
人
に
入
所
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
実

際
に
働
い
て
み
て
ど
の
よ
う
な
印
象
を
受
け

ま
し
た
か
。

梅
田 

泰
宏
代
表
社
員
（
以
下
、
敬
称
略
）　

1
9
7
7
年
に
2
次
試
験
に
合
格
し
、
監
査

法
人
に
入
所
し
た
の
で
す
が
、
監
査
法
人
は

組
織
と
し
て
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
し
っ
か
り

と
し
て
い
て
、
自
分
が
裁
量
を
持
っ
て
仕
事

に
臨
め
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
相
当
の
時

間
が
掛
か
り
そ
う
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
後
、1
9
8
0
年
に
結
婚
し
、
こ
の
ま
ま

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
働
く
か
、
そ
れ
と
も

独
立
す
る
か
で
悩
み
、
最
終
的
に
税
理
士
登

録
を
し
て
独
立
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

―
開
業
時
の
様
子
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で

し
た
か
。

梅
田　

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
で
開
業
し
、

職
員
も
一
人
だ
け
と
い
う
状
況
で
し
た
。
た

だ
、
幸
い
な
こ
と
に
監
査
法
人
で
パ
ー
ト
タ

イ
ム
勤
務
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
最
初
の
う
ち
は
年
間
1
0
0
日
ほ
ど

監
査
法
人
の
業
務
を
こ
な
し
な
が
ら
、
収
入

の
ベ
ー
ス
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
税

務
会
計
業
務
に
関
し
て
も
、
そ
の
監
査
業
務

が
ご
縁
と
な
っ
て
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ

く
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
当
時
は
税

理
士
法
と
の
兼
ね
合
い
で
会
計
事
務
所
の
営

業
が
難
し
い
時
代
で
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
う

世田谷区

城西地域（東京都の新宿区、世田谷区、渋谷区、中野区、杉並区、練馬区）の顧問先を多数抱える税理士法人キャッスルロック・パートナーズ。
生まれも育ちも、そして事務所所在地も池尻（東京都世田谷区）という代表社員の梅田 泰宏先生は、どのような思いで
顧問先支援に取り組まれているのでしょうか。早速、事務所を訪問し、そのお仕事ぶりを拝見させていただきました。

居心地の良い職場環境をベースに
城西地域の顧問先に寄り添ったサービスを提供

事 務 所事 務 所 訪 問

所在地 東京都世田谷区池尻2-31-24 信田ビル6F 
TEL 03-3413-0011
設立 1982年
職員数 18名
http://www.ume-office.com

税理士法人
キャッスルロック・パートナーズ
梅田公認会計士事務所
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梅
田　

結
婚
後
の
住
ま
い
も
池
尻
だ
っ
た
の

で
、
当
時
は
子
ど
も
が
小
さ
か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
で
き
る
だ
け
家
か
ら
近
い
と
こ
ろ
で

開
業
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
池
尻
に

最
初
の
事
務
所
を
構
え
ま
し
た
。
以
来
、
2
、

3
回
事
務
所
を
移
転
し
ま
し
た
が
、
変
わ
ら

ず
に
池
尻
を
拠
点
に
し
て
い
ま
す
。

―
今
の
事
務
所
は
東
急
田
園
都
市
線
の
池

尻
大
橋
駅
か
ら
徒
歩
1
分
と
ア
ク
セ
ス
が
抜

群
な
上
に
、
事
務
所
内
が
広
々
と
し
て
開
放

的
で
す
ね
。

梅
田　

15
年
ほ
ど
前
に
移
転
し
た
の
で
す
が
、

最
初
に
こ
の
物
件
を
見
た
時
は
正
直
、
広
す

ぎ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
せ
っ
か
く

な
ら
他
士
業
の
方
々
と
一
緒
に
借
り
上
げ
る

こ
と
で
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

で
き
な
い
か
と
考
え
、
当
時
、
独
立
を
検
討

し
て
い
た
司
法
書
士
の
先
生
と
社
会
保
険
労

務
士
の
先
生
に
お
声
掛
け
し
て
み
た
の
で
す
。

す
る
と
、
先
生
方
も
こ
の
発
想
に
興
味
を
示

し
て
く
だ
さ
り
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
オ
フ
ィ
ス
を

一
緒
に
借
り
上
げ
る
こ
と
に
。
お
か
げ
で
、

現
在
に
至
る
ま
で
良
好
な
関
係
の
も
と
、
顧

問
先
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

―
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
シ
ナ
ジ
ー
効

果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

梅
田　

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
に
関
し
て
、

気
軽
に
相
談
し
た
り
、
依
頼
を
掛
け
た
り
で

き
る
の
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
例
え
ば
、

い
っ
た
ご
縁
は
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で

す
し
、
そ
れ
が
現
在
の
礎
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

―
当
時
を
振
り
返
っ
て
印
象
的
な
出
来
事

な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

梅
田　

バ
ブ
ル
経
済
の
盛
り
上
が
り
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
多
く
の
顧
問
先

が
新
規
事
業
に
乗
り
出
し
、
次
々
と
新
た
な

事
業
会
社
を
設
立
し
て
い
た
の
で
、
必
然
的

に
事
務
所
の
顧
問
先
や
業
務
も
増
え
て
い
き

ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

と
と
も
に
、
そ
う
い
っ
た
事
業
会
社
の
多
く

は
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
あ
の
当
時
の
熱
気
は
今
も
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
す
。

―
と
こ
ろ
で
、
梅
田
先
生
は
事
務
所
が
あ

る
池
尻
︵
東
京
都
世
田
谷
区
︶
で
生
ま
れ
育

っ
た
そ
う
で
す
ね
。

司
法
書
士
事
務
所
に
は
相
続
税
な
ど
の
案
件

の
際
に
不
動
産
登
記
の
変
更
な
ど
を
依
頼
し

て
い
ま
す
し
、
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
に

は
働
き
方
改
革
に
伴
う
就
業
規
則
の
改
定
な

ど
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
両
事
務
所

か
ら
当
事
務
所
に
依
頼
を
い
た
だ
く
こ
と
も

し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

寺
院
と
共
に
檀
家
減
少
な
ど
の

課
題
に
向
き
合
う

―
顧
問
先
の
所
在
地
は
東
京
都
内
で
あ
る

こ
と
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

梅
田　

城
西
地
域
（
東
京
都
の
新
宿
区
、
世

田
谷
区
、
渋
谷
区
、
中
野
区
、
杉
並
区
、
練

馬
区
）
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
ま
す
が
、
中

に
は
東
京
か
ら
他
地
域
に
進
出
し
た
と
こ
ろ

も
あ
り
、
一
部
、
京
都
な
ど
に
も
顧
問
先
を

抱
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
遠
方
の
顧
問

先
と
は
Z
o
o
m
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
会
議
ツ
ー

ル
や
M
J
S
の
i
C
o
m
p
a
s
s
を
活
用

し
や
り
と
り
し
て
い
ま
す
。

―
業
種
な
ど
の
傾
向
は
あ
り
ま
す
か
。

梅
田　

サ
ー
ビ
ス
業
を
主
体
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
業
種
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
で
言
い
ま
す
と
、
他
事
務
所
と
比

べ
て
寺
院
の
顧
問
先
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
最
初
は
知
り
合
い
の
弁
護
士
の
先
生
か

ら
の
紹
介
で
引
き
受
け
た
の
で
す
が
、
そ
の

う
ち
ご
住
職
が
新
規
の
寺
院
を
紹
介
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
20
弱
の
寺
院

と
顧
問
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。

―
寺
院
は
今
、
ど
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

梅
田　

や
は
り
檀
家
の
減
少
が
最
大
の
課
題

で
、
お
布
施
な
ど
の
収
入
が
年
々
目
減
り
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
寺
院
が
土
地
の
一
部
を

マ
ン
シ
ョ
ン
や
家
屋
、
駐
車
場
な
ど
に
貸
し

て
収
入
を
得
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

心
許
な
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
新

た
な
事
業
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

―
ど
の
よ
う
な
事
業
が
考
え
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

梅
田　

神
社
の
御
朱
印
集
め
が
ブ
ー
ム
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
、
最
近
、
あ
ら
た
め
て
神

社
仏
閣
な
ど
を
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
見

直
す
向
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
ト
レ

ン
ド
を
活
用
し
な
が
ら
、
檀
家
に
限
ら
ず
、

よ
り
多
く
の
人
た
ち
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
の
役
割
を
担
い
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
と
結

び
付
け
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
思
い
ま
す
。

顧
問
先
に
寄
り
添
う
こ
と
で

過
当
競
争
の
波
を
乗
り
切
る

―
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

梅
田　

小
規
模
な
飲
食
店
は
東
京
都
の
協
力

金
な
ど
の
お
か
げ
で
ひ
と
ま
ず
事
な
き
を
得

て
い
ま
す
が
、
大
規
模
な
と
こ
ろ
は
そ
れ
だ

け
で
は
家
賃
な
ど
の
赤
字
を
補
填
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い

広々としており、ゆったりとレイアウトされたオフィス
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ま
す
。
私
が
進
捗
や
月
次
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し

っ
か
り
と
行
う
こ
と
を
前
提
に
、
業
務
の
裁

量
を
各
自
に
委
ね
て
い
る
こ
と
が
働
き
や
す

さ
や
居
心
地
の
良
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
職
員
も
全

力
で
そ
の
期
待
に
応
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

―
開
業
40
周
年
が
間
近
と
の
こ
と
で
す
が
、

事
務
所
経
営
に
つ
い
て
思
う
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
す
か
。

梅
田　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
今
も
毎
年
10

件
ず
つ
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
顧
問
先
は
増
え

て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
業
界
内
で

の
過
当
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
「
い
か
に
顧
問
先
に
寄
り
添
う

ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
関
連
の
会
社
も
コ

ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が
相
次
い
で
中
止
・
延

期
と
な
っ
た
り
、
来
場
人
数
が
制
限
さ
れ
た

り
と
い
っ
た
こ
と
が
続
き
、
深
刻
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。
と
に
か
く
コ
ロ
ナ
禍
に
は
一
刻

も
早
く
収
束
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

―
そ
う
い
っ
た
中
で
も
、
事
務
所
は
明
る

い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。

梅
田　

開
業
以
来
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
が
自
慢
で
、
そ
の
お
か
げ
か
離
職
率

が
低
く
、
20
年
来
勤
続
し
て
く
れ
て
い
る
職

員
も
多
数
い
ま
す
。
中
に
は
一
度
は
子
育
て

な
ど
で
退
職
し
た
も
の
の
、
育
児
が
ひ
と
段

落
し
て
か
ら
戻
っ
て
き
て
く
れ
た
職
員
も
い

か
」
と
い
っ
た
視
点
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
事
務
所
で

は
顧
問
先
に
コ
ロ
ナ
禍
に
関
す
る
補
助
金
な

ど
の
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
て
き
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
そ
う
い
っ
た
地
道
な
取
り
組

み
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
経
営
革
新
等
支
援
機
関
に
も
登

録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
補
助
金
や
事
業
再
生

な
ど
の
相
談
に
も
柔
軟
に
対
応
し
、
広
く
地

域
の
困
り
ご
と
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

―
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

梅
田　

そ
ろ
そ
ろ
私
も
70

歳
に
手
が
届
く
年
に
な
っ

て
き
た
の
で
、
2
名
の
税

理
士
試
験
合
格
者
を
中
心

に
新
し
い
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員

も
20
名
弱
と
そ
れ
な
り
の

規
模
に
な
っ
て
き
た
の
で
、

組
織
力
を
活
か
し
た
業
務

の
あ
り
方
も
模
索
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
当
事
務
所
で
は

現
在
、
一
つ
の
顧
問
先
を

一
人
の
職
員
が
担
当
す
る

よ
う
な
業
務
体
制
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
一
つ
の
顧

問
先
を
複
数
の
職
員
で
担
当
す
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
精
度
が
高
い
税
務
会

計
業
務
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

同
時
に
職
員
一
人
ひ
と
り
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
も
努
め
、
分
析
力
や
提
案
力
の
向
上
を
図

っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

顧問先に寄り添い、経営支援を行っている梅田 泰宏先生

高校3年生の時に友人が弁護士を目指して法学部に進学しようとして

いたことに刺激を受け、将来のことを考えるようになったという梅田先生。

高校時代は生物などの科目が好きだったそうですが、実家が酒販店を営

んでいたことから「いずれは両親を支えられるような仕事を」と考え、公

認会計士の資格に着目し、中央大学商学部への進学を決意したそうです。

そして、大学3年生の頃から本格的に試験勉強を始め、1977年、先生が

23歳の時に公認会計士2次試験に合格。その後、監査法人を経て（3次

試験にも合格）、83年に税理士登録を行い、ワンルームマンションの一室

で独立を果たしたといいます。

公 認 会 計 士 ・ 税 理 士 までの 歩 み

10月刊税理士事務所CHANNEL



総
菜
な
ど
の
食
料
品
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
用

品
が
何
で
も
揃
う
た
め
、
高
齢
者
か
ら
子
育

て
世
代
、
そ
し
て
学
生
さ
ん
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
お
客
様
が
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、

多
く
の
方
が
「
昭
和
の
雰
囲
気
が
残
り
、
人

情
味
が
あ
る
。
物
価
が
安
く
て
、
地
元
感
が

あ
る
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昔
な
が
ら
の
個
人
商
店
が
多
く
、
店

舗
の
奥
や
2
階
に
居
住
さ
れ
て
い
る
店
主
も

多
い
た
め
、
夜
間
も
無
人
に
な
ら
ず
、
治
安

が
良
い
と
い
っ
た
声
も
頂
戴
し
て
い
ま
す
。

無
論
、
皆
さ
ん
に
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
、

私
た
ち
と
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
商
店
街
加

盟
店
で
は
販
促
活
動
と
し
て
昔
な
が
ら
の
台

紙
に
シ
ー
ル
を
貼
る
伝
統
的
な
ス
タ
ン
プ
事

業
「
J
ス
タ
ン
プ
」
を
は
じ
め
、
春
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
夏
、
秋
、
年
末
と
季
節

の
定
番
売
り
出
し
（
セ
ー
ル
）
と
売
り
出
し

期
間
中
に
行
う
「
チ
ン
ド
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
」「
ち
び
っ
こ
縁
日
」、
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
パ
レ
ー
ド
」
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
ま
た
「
休
憩
で
き
る
場

所
が
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
に
応
え
て
、
空

き
店
舗
を
商
店
街
で
借
り
上
げ
、2
0
2
0
年

6
月
に
は
「
お
休
み
処
」
を
オ
ー
プ
ン
、
休

憩
所
と
し
て
の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、
販
促
イ

ベ
ン
ト
や
セ
ー
ル
の
お
知
ら
せ
の
掲
示
、
さ

ら
に
は
音
大
生
な
ど
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
の
会
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
北
区
の
南
側
エ
リ
ア
に
位
置
す
る

十
条
銀
座
商
店
街
は
、
品
川
区
の
「
戸
越
銀

座
商
店
街
」、
江
東
区
の
「
砂
町
銀
座
商
店

街
」
と
と
も
に
東
京
の
〝
三
大
銀
座
商
店
街
〞

の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は

青
果
、
食
料
品
、
飲
食
店
、
喫
茶
店
、
薬
局
、

衣
料
品
、
日
用
品
、
美
容
室
・
理
髪
店
、
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
コ
ン
ビ
ニ
、
学
習
塾

な
ど
1
7
1
店
舗
（
2
0
2
2
年
2
月
末
時

点
）
が
十
条
銀
座
商
店
街
振
興
組
合
に
加
盟

し
て
お
り
、
東
京
都
北
区
で
は
最
大
規
模
の

商
店
街
と
な
っ
て
い
ま
す
。
種
類
が
豊
富
な

そ
の
他
に
も
、
北
区
役
所
と
連
携
し
て

区
内
の
「
買
物
難
民
（
不
便
）
地
区
」
へ

の
「
出
張
商
店
街
」
事
業
を
2
0
2
0
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
商
店
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な

い
北
赤
羽
地
区
の
高
齢
者
住
宅
の
団
ら
ん
室

を
会
場
に
、
商
店
街
か
ら
青
果
店
、
眼
鏡
店

な
ど
4
店
舗
が
出
店
。
利
用
者
か
ら
は
「
米

や
水
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
重
く
て
運
べ
な

い
品
物
も
扱
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
要
望

も
あ
っ
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
ら
、

需
要
に
合
わ
せ
た
内
容
で
定
期
的
に
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
活
動

と
し
て
は
近
隣
小
学
校
の
P
T
A
と
連
携
し
、

段
ボ
ー
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
協
力
し
て

い
る
他
、
個
々
の
店
舗
と
連
携
し
て
フ
ー
ド

ロ
ス
を
な
く
す
活
動
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
第
30
回
優
良
経
営
食
料
品
小
売
店

等
表
彰
事
業
の
「
組
合
・
商
店
街
等
共
同
活

動
部
門
」
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
で
き

た
の
は
、
こ
う
し
た
当
商
店
街
の
独
自
の
ス

タ
イ
ル
、
活
動
に
よ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
密
着
型
の
楽
し
く

便
利
な
商
店
街
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

し
っ
か
り
と
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

幅広い年齢層が集う
「十条銀座商店街」の魅力

東京会企画①

東京都北区、JR埼京線「十条駅」北口を出てすぐのところにある「十条銀座
商店街」。長年にわたって地域住民から親しまれ続けている商店街で、昨年には
その管理運営にあたる「十条銀座商店街振興組合」が第30回農林水産大臣
賞（優良経営食料品小売店等表彰事業）を受賞しました。受賞の背景と同商店
街の魅力について、同振興組合の石井 博事務局長にお話を伺いました。

平日は1万5000人ほどが来街して買い物、
散策を楽しむ。1977年には全蓋型アーケー
ドが設置され、天候に左右されずに買い物
が楽しめるようになった

「キタニャン」は公募で
選ばれた十条商店街の
公式キャラクター。イ
ベントなどで大活躍

十条銀座商店街振興組合事務局
東京都北区十条仲原1-4-8
℡03-3907-3860
9：30～18：00（火曜定休）
jujo-ginza.com

「お休み処」をはじめ、組合事務局、加盟店
でマップ付き十条銀座商店街ガイドを無料
配布中

2021年2月の農林水産大臣賞授
与式に出席した石井博事務局長

（右）

11 月刊税理士事務所CHANNEL



構
造
体
に
H
鋼
を
用
い
、
可
能
な
限
り
透
明

な
空
間
を
実
現
し
、H
鋼
の
フ
ラ
ン
ジ
間
を
ヒ

ノ
キ
の
板
で
埋
め
る
こ
と
で
、
構
造
の
シ
ャ

ー
プ
さ
と
空
間
の
暖
か
さ
、
や
わ
ら
か
さ
と

を
両
立
さ
せ
た
。
建
築
に
際
し
て
切
り
落
と

さ
れ
た
楠
、
欅
な
ど
の
樹
木
は
家
具
や
内
装

に
再
利
用
し
て
森
と
い
う
貴
重
な
資
源
を
循

環
さ
せ
る
こ
と
を
試
み
た
」

■
国
立
競
技
場

︵
竣
工
:
2
0
1
9
年
11
月
︶

東
京
都
新
宿
区
霞
ヶ
丘
町
10

－

1

観
覧
場
：
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア

ム
に
使
用
。

「
大
き
な
ス
タ
ジ
ア
ム
を
小
径
木
の
集
合
体

と
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
フ
ァ
サ
ー
ド
を
複

層
の
庇
の
重
な
り
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
庇
の
軒
下
部
分
を
小
径
木
の
ル
ー

バ
ー
で
覆
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
建
築

が
守
り
伝
え
て
き
た
軒
下
の
美
を
現
代
に
ふ

さ
わ
し
い
表
現
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
ル
ー

バ
ー
は
日
本
で
最
も
多
く
流
通
し
て
い
る

1
0
5
㎜
角
の
杉
材
を
三
つ
割
り
し
て
用

統
的
木
造
住
宅
を
7
つ
積
み
重
ね
た
よ
う
な

デ
ザ
イ
ン
の
複
合
的
な
文
化
セ
ン
タ
ー
を
提

案
し
、
浅
草
と
い
う
土
地
に
残
る
界
隈
性
の

立
体
化
、
垂
直
化
を
試
み
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

フ
ロ
ア
に
は
勾
配
の
つ
い
た
屋
根
と
天
井
、

木
製
の
ル
ー
バ
ー
が
付
加
さ
れ
、
昔
な
が
ら

の
木
造
の
家
に
い
る
よ
う
な
、
安
ら
ぎ
、
く

つ
ろ
ぎ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
屋
根
と
ル

ー
バ
ー
は
日
差
し
を
防
ぐ
役
割
も
果
た
す
」

■
一
行
院 

千
日
谷
会
堂

︵
竣
工
:
2
0
1
8
年
6
月
︶

東
京
都
新
宿
区
南
元
町
19

－

2

寺
院
：
信
濃
町
駅
の
近
く
、
千
日
坂
の
中
腹

に
立
つ
江
戸
時
代
か
ら
続
く
浄
土
宗
の
寺

院
・
一
行
院
の
新
本
堂
。

「
谷
上
か
ら
見
下
ろ
さ
れ
る
立
地
を
考
慮

し
て
屋
根
を
重
視
し
、
特
別
に
型
を
起
こ
し

て
押
し
出
し
た
ア
ル
ミ
製
の
丸
瓦
で
ゆ
っ
た

り
と
し
た
大
屋
根
を
覆
っ
た
。
ま
た
、
大
き

く
張
り
出
し
た
庇
に
守
ら
れ
た
内
外
装
に
は
、

幅
3
0
0
㎜
の
杉
の
無
垢
板
を
大
和
張
り
の

デ
ィ
テ
ー
ル
で
取
り
付
け
、
誰
も
が
気
楽
に

ご
先
祖
様
に
会
い
に
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
よ
う
な
新
し
い

お
寺
の
あ
り
方
を
追
求
し
た
」

■
明
治
神
宮
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

︵
竣
工
:
2
0
1
9
年
10
月
︶

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
神
園
町
1

－

1

神
社
の
展
示
施
設（
美
術
館
・
博
物
館
）：
日

本
を
代
表
す
る
神
社
、1
9
2
0
年
創
建
の

明
治
神
宮
の
参
道
の
途
中
に
立
つ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
。

「
明
治
神
宮
の
森
自
体
を
主
役
と
考
え
、
建

築
を
そ
の
中
に
溶
け
こ
ま
せ
る
こ
と
を
目
標

に
し
た
。
一
見
、
原
生
林
に
よ
う
に
見
え
る

明
治
神
宮
の
森
は
、
明
治
天
皇
が
亡
く
な
っ

た
後
に
、
全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
に
よ

っ
て
持
ち
寄
ら
れ
、
植
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、1
0
0
年
の
短
期
間
で
野
原
が
あ
っ
た

場
所
に
こ
れ
だ
け
の
深
い
森
が
生
ま
れ
た
こ

と
は
、
林
学
上
の
奇
跡
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

軒
の
高
さ
を
抑
え
、
屋
根
を
細
か
く
分
節
し
、

外
壁
も
大
和
張
り
と
呼
ば
れ
る
デ
ィ
テ
ー
ル

を
用
い
て
細
か
く
分
節
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

建
築
を
森
の
中
に
消
し
て
い
こ
う
と
試
み
た
。

日・英・中・韓の4カ国語による観
光案内をはじめ、展示場、カフェ
などがあり、8階の展望テラスか
らはスカイツリーや仲見世通りを
眺められる。コロナ禍前の利用者
は年間約120万人（うちインバウ
ンドは20％）という人気スポット

（画像提供：浅草文化観光センター）

江戸初期の慶長年間末期
（1600年代初頭）創建の仏
教寺院。寺内に納骨堂もあ
る。宗教法人一行院（浄土
宗）が管理運営（画像提供：
一行院 千日谷会堂）

■
台
東
区
立
浅
草
文
化
観
光
セ
ン
タ
ー

︵
竣
工
:
2
0
1
2
年
4
月
︶

東
京
都
台
東
区
雷
門
2

－
18

－

9

観
光
案
内
施
設
：
案
内
ロ
ビ
ー
・
展
示
ス
ペ

ー
ス
・
喫
茶
室
な
ど
8
階
建
て
の
複
合
施
設

で
2
0
1
2
年
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。

「
江
戸
の
文
化
を
今
に
伝
え
る
東
京
を
代
表

す
る
観
光
地
、
浅
草
雷
門
の
向
か
い
側
の
角

地
、
わ
ず
か
3
2
6
㎡
の
敷
地
に
立
地
。
伝

©Photography by Kawasumi・
Kobayashi Kenji Photograph 
Office

森と調和する2階建ての展示
施設（画像提供：隈研吾建築都
市設計事務所）

東京の隈研吾建築に見る
多彩なアートデザインと世界観

東京会企画②

今や日本だけでなく世界的に著名な建築家、隈 研吾氏。米国の雑誌『TIME』で「世界で最も影
響力のある100人 2021年」に選ばれただけでなく、現在も30を超える国々で多彩なプロジェクト
を進行中です。また、東京都内には「2020東京オリンピック・パラリンピック」のメインスタジアムと
なった「国立競技場」をはじめ、「JR高輪ゲートウェイ駅」「浅草文化観光センター」など、隈 研吾氏
が設計・デザインに携わった建築作品が多数あります。ここではそのうちの7件のコンセプトについ
て、隈研吾建築都市設計事務所および建築主に紹介していただきました。

12月刊税理士事務所CHANNEL



こ
と
が
で
き
た
。
首
都
高
に
面
す
る
南
面
で

は
壁
面
緑
化
を
施
し
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と

タ
ワ
ー
と
の
有
機
的
結
合
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

最
上
階
に
は
東
京
を
見
下
ろ
す
木
の
デ
ッ
キ

が
出
現
し
た
。
若
者
の
街
と
呼
ば
れ
る
渋
谷

の
ス
ピ
ー
ド
と
流
れ
に
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
感

じ
ら
れ
る
新
し
い
超
高
層
が
出
現
し
た
」

■
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅

︵
竣
工
:
2
0
2
0
年
3
月
︶

東
京
都
港
区
港
南
2
丁
目

駅
：
J
R
山
手
線
に
お
け
る
49
年
ぶ
り
の

新
駅「

東
京
の
環
状
鉄
道
、
山
手
線
30
番
目
の
駅

と
な
る
新
駅
で
、
品
川

－

田
町
駅
間
に
誕
生

し
た
。
13 

ha
の
駅
前
の
敷
地
に
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
〝
新
し
い
街
〞
と
一
体
と
な
っ

て
、
東
京
の
新
し
い
ゲ
ー
ト
、
海
と
陸
を
つ

な
ぐ
新
し
い
ゲ
ー
ト
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
こ
の
駅
名
と
な
っ
た
。
街
と
駅
と
を
シ

ー
ム
レ
ス
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

駅
の
上
に
膜
構
造
の
大
屋
根
を
架
け
、
膜
は

鉄
骨
と
杉
の
集
成
材
で
作
ら
れ
た
折
り
紙
形

状
の
フ
レ
ー
ム
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
駅
構

い
、
ル
ー
バ
ー
同
士
の
ピ
ッ
チ
を
各
方
位
で

調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ル
ー
バ
ー
の
密

度
に
変
化
を
つ
け
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
リ
ズ
ム

を
軒
裏
に
つ
く
ろ
う
と
試
み
た
。
屋
根
は
鉄

骨
と
中
断
面
の
集
成
材
を
組
み
合
わ
せ
た
ト

ラ
ス
構
造
と
し
、
木
材
の
軸
剛
性
を
利
用
し

て
、
風
や
地
震
で
生
じ
る
屋
根
ト
ラ
ス
の
変

形
を
抑
え
た
」

■
渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
ス
ク
エ
ア

︵
竣
工
︵
Ⅰ
期
︶:
2
0
1
9
年
8
月
︶

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
2
丁
目

駅
ビ
ル
：
渋
谷
駅
に
直
結
し
た
複
合
施
設
型

高
層
ビ
ル（
駅
ビ
ル
）

「
歩
行
者
、
3
本
の
鉄
道
、
高
速
道
路
、

水
路
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
、
流
れ
の
交

差
す
る
場
所
に
立
つ
タ
ワ
ー
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
流
れ
の
速
度
と
質
に
レ
ス
ポ
ン
ス
す
る
よ

う
に
変
形
さ
せ
な
が
ら
、
大
地
へ
と
や
わ
ら

か
く
着
地
さ
せ
た
。
通
常
ガ
ラ
ス
の
内
側
に

施
さ
れ
る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
プ
リ
ン
ト
を
ガ
ラ
ス

の
外
側
に
施
す
こ
と
で
、
ガ
ラ
ス
に
対
し
て

従
来
と
は
異
な
る
立
体
的
な
表
情
を
与
え
る

内
は
、
従
来
の
駅
と
異
な
り
、
天
井
も
高
く

明
る
く
開
放
的
な
空
間
が
出
現
し
た
。
木
の

フ
レ
ー
ム
と
白
い
膜
の
組
み
合
わ
せ
は
、
和

紙
を
用
い
た
日
本
の
障
子
を
想
起
さ
せ
る
も

の
と
な
っ
た
。
壁
面
に
は
、
木
の
板
を
凸
凹

を
つ
け
て
貼
る
「
大
和
張
り
」
と
呼
ば
れ
る

伝
統
的
技
法
が
用

い
ら
れ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
従
来
の
駅

舎
に
は
な
い
よ
う

な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス

ケ
ー
ル
で
暖
か
い

空
間
が
出
現
し
た
」

■
鍋
島
松
濤
公
園
ト
イ
レ

︵
竣
工
:
2
0
2
1
年
6
月
︶

東
京
都
渋
谷
区
松
濤
2

－

10

－

7

公
共
ト
イ
レ

「
緑
豊
か
な
松
濤
公
園
に
集
落
の
よ
う
な
ト

イ
レ
の
村
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
ラ
ン
ダ
ム
な

角
度
の
耳
付
き
の
杉
板
ル
ー
バ
ー
に
覆
わ
れ

た
5
つ
の
小
屋
は
〝
森
の
コ
ミ
チ
〞
で
結
ば

れ
て
森
の
中
に
消
え
て
い
く
。
多
様
な
ニ
ー

ズ
（
子
育
て
、
身
だ
し
な
み
配
慮
、
車
い
す

等
）
に
あ
わ
せ
て
、
村
を
構
成
す
る
一
つ
ず

つ
の
ト
イ
レ
の
プ
ラ
ン
、
備
品
、
内
装
も
異

な
る
。
そ
の
い
ろ
い
ろ
な
個
室
を
分
棟
と
す

る
こ
と
で
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
の
ふ
さ

わ
し
い
、
公
園
に
開
か
れ
た
風
通
し
の
良
い
、

通
り
抜
け
で
き
る
〝
公
衆
ト
イ
レ
の
村
〞
が

で
き
あ
が
っ
た
。
ト
イ
レ
に
も
多
様
性
の
時

代
、
森
の
時
代
が
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
」

隈 研吾 くま・けんご

1954年生まれ。一級建築士・デザイナー。
東京大学工学部建築学科卒業、同大大学院
建築意匠専攻修士課程修了。1990年隈研吾
建築都市設計事務所設立。慶應義塾大学教
授、東京大学教授を経て、現在、東京大学特
別教授・名誉教授。隈研吾建築奨学財団主宰。
自然と技術と人間の新しい関係を切り開く
建築を提案。主な著作は『ひとの住処1964-
2020』（新潮社）、『点・線・面』（岩波書店）、

『隈研吾による隈研吾』（大和書房）ほか多数。
画像提供：隈研吾建築都市設計事務所

©Photography by J.C.Carbonne

©Photography by Kawasumi・
Kobayashi Kenji Photograph 
Office

緑豊かな公園に立つ5つの
小屋（トイレ）。渋谷区全
面協力の下、誰もが快適に
使用できる公共トイレを
区内17カ所に設置する日
本財団によるプロジェクト

「THE TOKYO TOILET」の
一つ（画像撮影：永禮賢、提
供：日本財団）

コンセプトは「木と緑の杜のスタ
ジアム」。軒庇には47都道府県か
ら森林認証を得た木材を調達し、
スタジアムの方位に応じて配置。
地上5階、地下2階。観客席数約6
万席（画像提供：独立行政法人日本
スポーツ振興センター）

折り紙をモチーフにした4000㎡
の白い大屋根

渋谷エリアでは最も高い、地
上47階、地下7階の建築物（画
像提供：隈研吾建築都市設計
事務所）

13 月刊税理士事務所CHANNEL



 

本会ホームページの上部にある「入会の
ご案内」から入会を申し込むことができ
ます

ミロク会計人会からのお知らせ

MJSからのお知らせ

ミ
ロ
ク
会
計
人
会 

入
会
の
ご
案
内

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
は
、
ミ
ロ
ク
情
報
サ

ー
ビ
ス
（
以
下
、M
J
S
）
の
シ
ス
テ
ム

や
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の
税
理
士
・
公
認

会
計
士
の
先
生
方
で
組
織
さ
れ
た
職
業
会

計
人
の
任
意
団
体
で
す
。
ミ
ロ
ク
会
計
人

会
連
合
会
に
は
全
国
11
の
単
位
会
と
5
つ

の
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
会
員
の

社
会
的
地
位
の
向
上
、
経
営
基
盤
の
強
化

と
顧
問
先
企
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と

を
活
動
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

会
計
人
会
に
入
会
さ
れ
る
と
、
次
の
5

つ
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
充
実
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

税
理
士
認
定
研
修
、
日
本
F
P
協
会
継

続
教
育
単
位
認
定
の
単
位
取
得
で
き
る
研

修
を
会
員
特
別
料
金
で
受
講
で
き
ま
す
。

②
先
生
方
の
交
流
の
場

全
国
11
単
位
会
で
の
交
流
と
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
、
自
己
研
鑽
を
目
的
と

し
た
全
国
統
一
研
修
会
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。

③
シ
ス
テ
ム
開
発
に
関
す
る
意
見
要
望

M
J
S
シ
ス
テ
ム
へ
の
改
善
要
望
を
、

〝
会
員
の
声
〞
と
し
て
シ
ス
テ
ム
開
発
委
員

会
を
通
じ
て
提
案
で
き
ま
す
。

④
会
員
限
定
ペ
ー
ジ
か
ら
最
新
情
報

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
会

員
の
部
屋
」
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
の
受
講
や
事
務
所
経
営
に
役
立
つ
小
冊

子
の
閲
覧
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

⑤
会
員
限
定
特
典

会
員
限
定
特
典
で
、
事
務
所
の
業
務
改

善
や
顧
問
先
へ
の
支
援
・
情
報
提
供
に
活

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

・
Ｍ
Ｊ
Ｓ
が
提
供
す
る
「
ミ
ロ
ク
の
ミ
リ

ョ
ク
! 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
サ
ー
ビ
ス
」

を
お
得
に
利
用
可

・
Ｍ
Ｊ
Ｓ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
「
Ｍ
Ｊ
Ｓ 

Ｍ

＆
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
と
共
に
中
小
企

業
の
事
業
承
継
を
支
援
す
る
こ
と
で
成

功
報
酬
が
優
遇

・
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
と
業
務
提
携
し
て
い

る
エ
ヌ
エ
ヌ
生
命
よ
り
、
Ｍ
Ｊ
Ｓ
シ
ス

テ
ム
と
連
携
す
る
「
リ
ス
ク
分
析
ソ
フ

ト
」
を
無
償
提
供

こ
の
よ
う
に
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
入

会
を
ご
希
望
の
方
、
ま
た
は
会
計
人
会
に

つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
、
会
計
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.m

irokukai.ne.jp/

）

を
ご
覧
に
な
る
か
、M
J
S
各
支
社
・
営

業
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『
税
理
士
事
務
所
C
H
A
N
N
E
L
』

で
は
、
よ
り
充
実
し
た
誌
面
づ
く
り
の
た

め
、
本
誌
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
皆
様
に
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

貴
重
な
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
く
だ
さ
っ
た
方
に

御
礼
と
し
て
、
現
在
、Q
U
O
カ
ー
ド

2
0
0
0
円
分
を
抽
選
で
5
名
様
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
お
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
は
、
本
誌
に

同
封
さ
れ
て
い
る
用
紙
だ
け
で
は
な
く
、

W
E
B
か
ら
も
で
き
ま
す
。
ミ
ロ
ク
会
計

人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
、
本
誌
紹
介
ペ

ー
ジ
か
ら
回
答
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
で

き
、
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
と
一
部
本

誌
内
に
Q
R
コ
ー
ド
を
掲
出
し
て
い
ま
す

の
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
る

本
誌
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
に

抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
送
り
し
ま
すこ

と
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
企
画
案
の
要
望
を
い
た

だ
き
、
そ
れ
が
実
際
に
「
シ
リ
ー
ズ
企
画
」

で
特
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
既
存

の
コ
ー
ナ
ー
の
内
容
や
本
誌
の
デ
ザ
イ
ン

に
関
す
る
要
望
を
い
た
だ
き
、
読
み
や
す

い
誌
面
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
た
り
と
、
皆

様
の
声
に
よ
り
本
誌
は
着
実
に
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
よ
り
身
近
で
、

よ
り
事
務
所
運
営
・
業
務
に
役
に
立
つ
誌

面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

抽選で5名様にQUOカード
2000円分をプレゼント!当
選結果は発送をもってかえさ
せていただきます

本誌に同封されているこちら
のアンケート用紙からお答え
いただくか、QRコードを読
み込んでお答えください

14月刊税理士事務所CHANNEL
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https://www.mirokukai.ne.jp/channel/index.html

ミロク会計人会

市
内
に
生
息
す
る
昆
虫
、
魚
類
、

両
生
類
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

昔
の
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
た
私
は

そ
の
場
で
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
こ
で
知
り
合
っ
た
の
が
、
佐

伯 

元
行
氏
。
主
に
チ
ョ
ウ
の
専

門
家
で
あ
る
佐
伯
氏
で
す
が
、
昆

虫
全
般
の
知
識
は
プ
ロ
級
で
す
。

「
板
垣
さ
ん
、
何
の
昆
虫
が
採
っ

て
み
た
い
？
」
と
聞
か
れ
、「
オ

オ
ク
ワ
ガ
タ
、
タ
ガ
メ
、
ゲ
ン
ゴ

ロ
ウ
」
と
即
答
す
る
私
。
そ
の
後
、

福
島
県
に
て
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
、
栃

木
県
で
タ
ガ
メ
、
新
潟
県
で
ゲ
ン

ゴ
ロ
ウ
を
採
集
さ
せ
て
い
た
だ
き

子
ど
も
の
頃
の
夢
が
か
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

調
査
会
で
は
、「
く
に
た
ち
自

然
ク
ラ
ブ
」
と
称
し
、
小
学
校
2

年
生
以
上
を
対
象
と
し
た
観
察
教

室
も
行
っ
て
い
ま
す
。
夜
間
の
雑

木
林
に
誘
蛾
灯
を
た
い
て
飛
来
す

る
昆
虫
を
観
察
、
河
川
敷
で
は
バ

ッ
タ
の
観
察
、
用
水
で
の
魚
と
り

で
は
、
ナ
マ
ズ
、
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど

が
観
察
で
き
ま
す
。
自
然
と
触
れ

合
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
自

然
環
境
の
大
切
さ
を
感
じ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

活
動
で
感
じ
る
こ
と
は
若
い
お

父
さ
ん
た
ち
、
昆
虫
採
集
も
初
め

て
、
用
水
で
魚
を
捕
る
の
も
初
め

て
、
網
を
手
に
す
る
の
も
初
め
て

と
い
う
方
が
少
な
く
な
い
こ
と
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
以
上

に
、
熱
中
し
無
我
夢
中
に
な
る
お

父
さ
ん
も
い
て
、
微
笑
ま
し
く
な

り
ま
す
が
、
一
方
で
、
昆
虫
採
集

は
、
心
無
い
一
部
の
マ
ニ
ア
に
よ

る
希
少
種
の
乱
獲
、
採
集
禁
止
区

域
で
の
密
漁
な
ど
に
よ
り
批
判
の

対
象
と
も
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
然
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
つ
つ
、

節
度
の
あ
る
採
集
を
楽
し
み
、
人

間
と
生
き
物
が
共
存
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

東
京
都
の
J
R
中
央
線
国
立
駅

か
ら
ほ
ど
近
い
住
宅
街
で
生
ま
れ

育
ち
ま
し
た
。

今
で
は
、
住
宅
が
び
っ
し
り
建

ち
並
び
ま
す
が
、
50
年
ほ
ど
前
は
、

駅
か
ら
数
分
で
も
雑
木
林
と
原
っ

ぱ
が
広
が
り
、
雑
木
林
で
は
、
昼

間
で
も
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
が
採
れ
、

雨
上
が
り
に
で
き
た
水
た
ま
り
に

は
コ
シ
マ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
が
泳
ぎ
ま

わ
り
、
昆
虫
少
年
と
し
て
育
ち
ま

し
た
。

社
会
人
に
な
っ
て
、
同
じ
話
が

で
き
る
仲
間
も
、
採
集
に
行
く
仲

間
も
い
る
わ
け
で
は
な
く
昆
虫
の

世
界
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
し
た

が
、
30
歳
の
頃
、
く
に
た
ち
郷
土

文
化
館
に
て
「
国
立
市
の
生
き
物

た
ち
」
と
い
う
生
体
展
示
会
に
て

N
P
O
法
人
国
立
市
動
物
調
査

会
に
出
会
い
ま
す
。
こ
の
と
き
は
、

「大人の昆虫採集」

ブラックライトによる灯火採集
写真提供：NPO法人国立市動物調査会
山﨑 敏彦　氏

朽ち木の中のタマムシ
写真提供：NPO法人国立市動
物調査会　山﨑 敏彦　氏

東京都国立市　板垣 力
東京ミロク会計人会

MJSより
製品解説の動画などを
YouTubeで配信中！

MJS YouTube
公式チャンネル

19 月刊税理士事務所CHANNEL
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